
平成２０年度多可町教育委員会事務事業評価票

施 策 名

評 価 担 当 課 所　　管

施 策 目 標
(目指すべき状態）

施策を取り巻く環境

施 策 の 達 成 状 況

今 後 の 課 題

講 評

Ｈ１９ Ｈ２０

0 60 ３ 妥当である 社会教育課

0 4,452 ４ 高く評価する 青少年センター

130 50 ３ もっと評価すべきである 社会教育課

・親としての自覚を高め、子どもへの働きかけを学ぶ親業講座の開催。
・子どもたちの安全な環境整備を進めるとともに、「心の相談」体制を整える。

・親業講座の具体的な実施に伴う学校、地域との連携強化のあり方。
・見守り、安全パトロール員は１人で区内を巡回しているが、緊急時の対応が課題となる。

・親子参加型の体験活動、父親を対象にした親業講座をモデル的に２回実施した。
・巡回パトロールを実施することにより、ある程度の抑止効果が得られている。

経費の概算(千円）
事　務　事　業　名

Ⅲ-1　参加して欲しい親をどうして参加させるかが課題である。
Ⅲ-2　達成状況及び抑止効果は大いにあると高く評価する。
Ⅲ-3　子ども憲章については、子どもらしさがあり独自性のもので高く評価できる。憲章作成に
　　　　携わった子どもたちは大きく成長したが、そのことをどう伝えていくべきかが大事である。

・親業講座はモデル的に実施したが、参加者が少ない。今後は体験活動との連携が必要。
・より安全を確保するため、パトロール員の研修が必要である。

かかわり、学びあい、支えあう「創造」の場の提供

　教育委員会社会教育課 　　　社会教育課

こころ豊かで（優しさと思いやり）、かしこい・そして心身ともにたくましい人づくり

（注）評価委員の意見は教育委員会の自己評価に対する意見である。

Ⅲ-１　家庭の教育力アップを図る「親業講座」【新規】

施策を構成する事務事業の状況

自己
評価

評価委員
意　　　見

担当課･所管

Ⅲ-２　子どもたちの安全･安心の「見守り・安全巡回パトロール【新規】

Ⅲ-３　「子ども憲章」の啓発・支援の推進

Ⅲ


